
                           

■
高
島
支
部
の
総
会
の
日
程
が
決
ま

り
ま
し
た
。 

 
 

◎
令
和
４
年
度 

総
会
の
案
内 

 

日
時
：
令
和
４
年
４
月
１
９
日
・

午
後
１
時
３
０
分
か
ら 

 

場
所
：
新
旭
公
民
館 

 

 

総
会
に
つ
き
ま
し
て
、
コ
ロ
ナ
渦

で
２
年
続
け
て
書
面
決
議
と
な
り
ま

し
た
が
、
出
来
る
だ
け
実
施
の
方
向

で
準
備
を
し
て
い
ま
す
。
最
終
３
月

１
８
日
の
役
員
会
で
決
定
す
る
こ
と

に
な
る
と
思
い
ま
す
。
最
悪
、
書
面

に
て
決
議
を
お
願
い
致
し
ま
す
。 

な
お
、
令
和
４
年
度
、
２
名
の
方

が
米
寿
の
慶
祝
を
受
け
ら
れ
ま
す
。 

支
部
の
総
会
で
記
念
品
を
お
渡
し

す
る
運
び
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 
 

 
 

高
島 
池
田 

邦
治 

 
 

 
 

今
津 

山
形
ひ
さ
江 

 
 

 ■
レ
イ
大
本
部
の
お
知
ら
せ 

◎
令
和
４
年
度
定
期
総
会
の
開
催 

 

日
時
：
令
和
４
年
５
月
１
１
日
・

午
後
１
時
３
０
分
か
ら 

 

場
所
：
草
津
校
大
教
室 

内
容
：
長
寿
者
代
表
の
慶
祝
と
記

念
講
演
（
検
討
中
）
等 

◎2
1

世
紀
の
今
、
耳
を
疑
う
？ 

ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ 

ロ
シ
ア
軍
侵
略 

 

3
9

期
園
芸 

 

森 

幸
夫 

 

 

「
平
和
の
祭
典
」
北
京
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
で
日
本
人
各
選
手
が
大
健
闘
し
、

高
木
美
帆
の
金
銀
メ
ダ
ル
４
個
等
、

か
つ
て
な
い1

8

個
も
の
メ
ダ
ル
ラ

ッ
シ
ュ
の
活
躍
の
余
韻
に
浸
り
、
最

終
日
２
月2

0

日
の
閉
会
式
を
観
て
、

世
界
の
多
く
の
皆
様
が
あ
ら
た
め
て

ス
ポ
ー
ツ
の
す
ば
ら
し
さ
・
平
和
を

感
じ
て
い
た
と
思
い
ま
す
。 

 

反
転
、
そ
の
翌
日
か
ら
悲
劇
が
、

ロ
シ
ア
：
プ
ー
チ
ン
大
統
領
の
悪
だ

く
み
の
ス
ト
ー
リ
ー
が
着
々
と
進
み
、

つ
い
に
２
月2

4

日
早
朝
、
ウ
ク
ラ

イ
ナ
へ
軍
事
侵
攻
し
、
一
般
市
民
も

犠
牲
が
伴
う
侵
略
戦
争
が
一
方
的
に

始
ま
り
ま
し
た
。 

２
１
世
紀
の
今
、
こ
ん
な
事
が
許

さ
れ
る
の
か
と
耳
を
疑
い
ま
し
た
。

直
接
の
武
力
対
抗
は
し
な
い
も
の
の

民
主
国
家
の
大
半
が
強
力
な
対
ロ
経

済
制
裁
を
発
表
し
て
お
り
、
日
々
の

進
展
・
動
向
が
気
に
な
り
ま
す
。 

プ
ー
チ
ン
の
目
的
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の

「
国
土
分
断
」
と
「
傀
儡
政
権
」
と
言

わ
れ
て
お
り
ま
す
。 

第
二
次
世
界
大
戦
時
に
、
大
日
本

帝
国
が
中
国
に
「
植
民
地
：
満
州
国

の
傀
儡
国
家
」
を
樹
立
し
中
華
民
国

に
も
影
響
を
及
ぼ
し
ま
し
た
。
日
本

の
敗
戦
後
は
急
激
に
経
済
回
復
し
た

日
本
が
、50

年
前
の
日
中
国
交
正
常

化
以
降
、
中
国
の
経
済
発
展
の
た
め

に
か
な
り
の
経
済
援
助
や
出
資
を
し

て
き
ま
し
た
。 

し
か
し
、
終
戦
後

7
5

年
経
っ
て
い
ま
す
が
、
日
本
が
過

去
に
武
力
行
使
支
配
し
て
い
た
各
国

に
は
未
だ
に
「
反
日
感
情
」
が
根
強

く
、
戦
争
を
知
ら
な
い
世
代
の
人
に

も
拡
大
し
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

政
治
的
な
判
断
が
あ
っ
た
と
し
て
も

余
程
の
事
が
な
い
限
り
、1

0
0

年
後

も
人
々
の
こ
の
感
情
は
変
わ
ら
な
い

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 

プ
ー
チ
ン
も
世
界
を
敵
に
回
し
、

現
在
の
状
況
が
長
く
続
く
と
は
思
え

ま
せ
ん
が
、
こ
れ
以
上
悪
い
状
況
に

な
ら
な
い
た
め
に
も
、「
１
日
も
早
い

民
主
的
な
話
し
合
い
」
で
解
決
し
て

い
た
だ
き
た
い
。 

レイ大高島通信 
レイカディア大学同窓会 高島支部 

 

第８７号 令和 ４年 ３月 10 日     

発行責任者  清水 良秋 

 

 



で
な
け
れ
ば
、
漫
画
本
・T

V

ド
ラ

マ
の
「
ゴ
ル
ゴ1

3

」や「
中
村
主
水
」

を
送
る
解
決
策
を
望
む
人
が
か
な
り

増
え
て
い
る
よ
う
で
す
。 

 

◎
「
領
地
争
い
」
の
結
果 

永
年
、
縁
組
が
な
か
っ
た 

現
在
、N

H
K

大
河
ド
ラ
マ
で
「
鎌

倉
殿
の1

3

人
」
が
好
評
に
て
テ
レ

ビ
放
映
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、「
源
平

合
戦
」
当
時
の
戦
い
に
て
所
領
を
勝

ち
取
り
拡
げ
て
い
く
様
子
が
よ
く
わ

か
り
ま
す
。 

 

私
の
住
む
「
新
旭
町
太
田
区
」
は

は
る
か
昔
、
江
戸
時
代
に
な
り
ま
す

が
「
領
地
争
い
」
に
敗
れ
、
悲
し
い
歴

史
を
経
験
し
て
お
り
ま
す
。 

そ
の
頃
の
「
太
田
村
」
は
現
在
の

場
所
と
殆
ど
変
わ
り
な
い
所
に
位
置

し
て
お
り
、
上
記
地
図
（
明
治
の
村

絵
図
新
旭
町
文
書
①
参
照
）
の
よ
う

に
安
曇
川
の
川
口
に
近
く
、
南
に
安

曇
川
が
流
れ
、
東
は
琵
琶
湖
に
臨
ん

で
い
る
。
そ
の
た
め
か
西
部
や
川
沿

い
の
田
地
に
は
湧
水
地
が
多
く
散
在

す
る
。
中
部
は
集
落
の
東
北
に
広
い

田
が
開
け
、
条
理
区
画
の
跡
が
残
り
、

こ
れ
ら
の
田
を
神
奈
川
（
カ
ン
ナ
ガ

ワ
）
が
灌
漑
し
て
い
る
。
な
お
、
集
落

の
東
南
に
は
、
安
曇
川
町
の
「
北
舟

木
村
領
」
が
川
を
越
え
て
大
き
く
入

り
込
ん
で
い
る
の
が
目
立
つ
。
こ
の

辺
り
は
昔
か
ら
幾
度
か
両
村
の
境
争

い
の
あ
っ
た
所
で
、
訴
訟
の
結
果
は

い
ず
れ
も
太
田
村
に
は
「
不
利
」
で

あ
っ
た
。 

〇
参
考
文
書
② 

「
新
旭
の
人
物
も
の
が
た
り
」
参
照 

・
横
井
川
庄
左
衛
門-

「
境
界
争
い
に

敗
訴
し
引
責
自
害
し
た
庄
屋
」 

太
田
と
北
舟
木
は
村
境
に
あ
っ
た

魞
江
海
（
エ
リ
エ
カ
イ
）
を
め
ぐ
っ

て
、
古
来
よ
り
た
び
た
び
境
界
争
い

を
お
こ
し
た
。元
禄
十
年（1

6
9

7

年
）

の
争
論
で
は
、
太
田
の
庄
屋
・
庄
左

衛
門
が
敗
訴
の
責
任
を
負
っ
て
割
腹

自
殺
を
し
た
。
享
年
五
十
四
歳
で
あ

っ
た
。 

〇
参
考
文
書
③ 

「
太
田
郷
か
る
た
詩
収
録
・
太
田

豊
齢
会
：
伝
統
文
化
保
存
有
志
会 

 
 

 
 

 

平
成
１
８
年
作
成
」
～
抜
粋 

 ・
道
外
途
太
田
舟
木
の
境
界
を 

 

守
り
切
っ
た
る
庄
屋
奉
ら
る 

・
縁
組
が
な
か
っ
た
太
田
と
北
舟
木 

今
じ
ゃ
数
多
の
縁
故
結
す
べ
り 

 

江
戸
中
期
、
太
田
、
北
舟
木
の
境

界
紛
争
が
あ
っ
た
。
ど
ち
ら
が
正
か

非
か
、
両
方
の
言
い
分
が
有
っ
た
こ

と
で
、
当
時
の
庄
屋
で
横
井
川
氏
が

そ
の
主
張
相
い
れ
ら
れ
ず
、
責
任
を

取
っ
て
命
を
絶
つ
と
云
う
悲
運
な
事

態
と
な
り
、
そ
れ
以
来
両
在
所
の
縁

組
は
２
５
０
年
近
く
一
切
無
く
な
っ

た
と
伝
え
聞
い
て
い
る
。 

昭
和
２
５
年
頃
、
漸
く
婚
姻
が
整

い
、
そ
れ
を
切
っ
掛
け
に
両
在
所
の

仲
直
り
が
出
来
た
。 

そ
の
後
は
、
今
日
に
至
り
隣
接
区

と
し
て
区
役
員
同
士
の
交
流
も
図
り
、

協
力
体
制
、
交
互
の
連
絡
も
大
事
に

し
て
付
き
合
い
さ
れ
て
い
る
。 

 

五
・
七
・
五
コ
ー
ナ
ー 

①  

五
輪
切
る 

 
 

 

ミ
サ
イ
ル
ハ
サ
ミ
で 

 
 

 
 

 
 

 

プ
ー
チ
ン
と 

②  

コ
ロ
ナ
禍
に 

 
 

 

冠
婚
葬
祭 

新
ル
ー
ル 

 

 

 
 

以
上
、 

森
氏 

提
供 

    

明治の村絵図 

太田村 明治 9年 

現在の太田区の位置 

元禄 10年 領地争い場所 

入り込んでいる箇所と思われる 



◎
「
な
ぜ
雨
の
日
は
天
気
が
悪
い
と

い
う
の
か
」 

３
８
期 

西
澤 

幸
夫 

N
H

K
ラ
ジ
オ
の「
子
ど
も
科
学
電

話
相
談
」
で
、
小
学
生
か
ら
の
質
問

が
話
題
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
大

ま
か
に
紹
介
し
ま
す
。 

放
送
は
１
月3

0

日
で
、
小
学
５

年
生
が
、
気
象
予
報
士
の
福
田
さ
ん

に
「
な
ぜ
雨
の
日
は
天
気
が
悪
い
と

言
う
の
で
す
か
？
」
と
尋
ね
た
。 

小
学
生
は
「
雨
が
好
き
だ
っ
て
言

う
人
も
い
る
か
ら
」
と
質
問
の
根
拠

を
説
明
し
た
。 

以
下
は
福
田
さ
ん
の
答
え
で
す
。 

「
世
の
中
に
は
、
雨
が
降
る
の
が

好
き
な
人
も
い
れ
ば
、
ち
ょ
っ
と
嫌

だ
な
っ
て
人
も
い
て
。
で
も
ど
ち
ら

か
と
い
う
と
、
雨
が
降
る
と
外
で
仕

事
が
で
き
な
か
っ
た
り
と
か
、
出
か

け
る
時
に
傘
を
持
っ
て
い
く
必
要
が

あ
っ
た
り
と
か
で
す
ね
。
自
分
に
と

っ
て
都
合
が
悪
い
こ
と
が
あ
る
と
思

う
人
が
多
か
っ
た
か
ら
、
み
ん
な
が

雨
の
日
の
こ
と
を
『
天
気
が
悪
い
で

す
ね
』
と
言
う
よ
う
に
な
っ
た
ん
じ

ゃ
な
い
か
な
と
先
生
は
思
い
ま
す
。

さ
ら
に
福
田
さ
ん
は
、
質
問
者
が
好

き
だ
と
い
う
「
雪
」
を
例
に
し
て
そ

の
人
々
の
立
場
が
あ
る
こ
と
を
説
明

し
ま
し
た
。
気
象
予
報
士
と
し
て
、

天
気
予
報
を
伝
え
る
こ
と
も
あ
る
福

田
さ
ん
。
予
報
の
際
に
は
、「
雨
が
降

っ
て
も
『
天
気
が
悪
い
』
と
は
め
っ

た
に
言
い
ま
せ
ん
」
と
紹
介
し
ま
し

た
。
な
ぜ
「
天
気
が
悪
い
」
と
言
わ
な

い
よ
う
に
し
て
い
る
の
か
？
福
田
さ

ん
は
、「
聞
い
て
い
る
人
に
は
い
ろ
ん

な
立
場
の
人
が
い
て
、
雨
を
待
っ
て

い
る
人
も
い
る
か
も
し
れ
な
い
」
こ

と
を
理
由
に
、
天
気
を
予
報
す
る
側

が
決
め
つ
け
て
発
言
し
な
い
よ
う
意

識
し
て
い
る
と
話
し
ま
し
た
。 

こ
の
小
学
生
の
質
問
に
私
は
非
常

に
感
動
し
、
自
己
中
の
私
を
反
省
い

ま
し
た
。「
雨
が
好
き
だ
っ
て
い
う
人

も
い
る
か
ら
」
と
答
え
た
本
人
は
雨

が
嫌
だ
と
言
い
ま
す
。
自
分
と
違
う

立
場
の
人
の
こ
と
を
思
い
や
る
優
し

さ
を
持
っ
て
い
る
と
思
い
ま
し
た
。

こ
の
優
し
い
思
い
や
り
は
、
ま
さ
に
、

今
私
た
ち
が
取
り
組
む
べ
き
問
題
で

あ
る
。「
多
様
性
社
会
」
へ
の
キ
ー
ワ

ー
ド
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
小
学
生
の

他
人
を
思
い
や
る
優
し
い
心
を
私
も

見
習
い
た
い
と
思
い
ま
す
。 

以
上 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

◎
「
あ
な
た
は
ど
う
思
い
ま
す
か
」 

 

今
年
の
２
月
末
、
市
役
所
へ
向
か

う
途
中
の
出
来
事
で
す
。 

 

午
前1

0

時2
0

分
頃
、
安
曇
川

郵
便
局
付
近
、
北
の
交
差
点
で
一
旦

停
止
し
て
い
た
時
、
交
差
点
の
東
の

歩
道
で
キ
ャ
ア
、
キ
ャ
ア
と
楽
し
そ

う
な
笑
い
声
が
聞
こ
え
て
き
ま
し
た
。

見
て
い
る
と
、
３
人
の
高
校
生
の
内

の
一
人
が
大
き
な
氷
の
塊
を
、
自
転

車
の
前
輪
の
中
に
突
っ
込
ん
で
悦
ん

で
い
た
。
よ
く
見
る
と
ハ
ン
ド
ル
を

持
っ
た
男
子
高
校
生
が
、
泣
き
そ
う

な
表
情
で
其
れ
を
見
て
い
た
。
明
ら

か
に
イ
ジ
メ
だ
と
一
目
で
分
か
っ
た
。

そ
の
横
を
大
人
の
方
が
２
～
３
人
が

通
り
過
ぎ
て
行
き
ま
し
た
が
・
・
・
。 

 

今
年
、
十
八
歳
か
ら
成
人
式
、
公

衆
の
面
前
で
の
出
来
事
、
皆
さ
ん
は

ど
う
思
い
ま
す
か
？
自
分
も
ど
う
す

れ
ば
い
い
の
か
、
分
ら
な
く
な
り
、

十
時
三
十
分
に
約
束
し
て
い
ま
し
た

の
で
、
そ
の
場
を
離
れ
ま
し
た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

以
上 

 
 

 

支
部
長 

 

清
水 

良
秋 

 

 

❖
編
集
後
記 

こ
の
冬
は
、
ラ
ニ
ー
ニ
ャ
現
象
で
、

寒
く
て
雪
が
多
い
と
の
予
報
が
、
昨

年
の
夏
に
発
表
さ
れ
ま
し
た
が
、
雪

国
の
地
方
に
と
っ
て
は
、
生
活
に
嬉

し
く
な
い
気
候
と
な
り
ま
し
た
。 

新
型
コ
ロ
ナ
、
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
の

感
染
が
猛
威
を
振
る
い
、
県
内
で
も

感
染
拡
大
が
続
い
て
お
り
、
高
齢
者

の
多
く
の
方
が
亡
く
な
り
ま
し
た
。

年
が
明
け
遅
れ
な
が
ら
も
、
３
回
目

の
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
始
ま
り
ま
し
た
。

１
日
も
早
く
収
束
し
て
ほ
し
い
と
願

う
ば
か
り
で
す
。 

以
上 

         



投稿原稿（１） 『セルフジャッジ』                 ３８期 園芸 A  西澤幸夫 

 

東京オリパラに続き、北京五輪でも多くの感動をもらいました。新型コロナ禍の中で特定の観客のみの大

会であり、また、新疆ウイグル地区、テニス選手人権等の問題を抱え、ウクライナ、北朝鮮等のきな臭い環

境の中で開催されました。 

驚いたことはカーリングはセルフジャッジが基本だということです。国の代表が対決し勝敗を決める大一番

に選手自身がジャッジするということに感心しました。ネットで検索したカーリング精神について次に示しま

す。 

カーリング精神（日本カーリング協会競技規則より抜粋） 

カーラーは勝つためにプレーしますが、決して相手を見くだしたりしません。真のカーラーは相手の気を散ら

したり、相手がベストを尽くそうとするのを決して妨げたりしません。不当に勝つのであればむしろ負けを選

びます。カーラーは、ゲームの規則を破ったり、その伝統を決して軽視したりしません。不注意にもこれが

行われていると気がついた場合、その違反を真っ先に申し出ます。カーリングの主な目的が、プレーヤー

の技術の粋を競うことである一方、ゲームの精神は立派なスポーツマンシップ、思いやりの気持ち、そして

尊敬すべき行為を求めています。 [以上] 

更に、状況次第でコンシード（負けを認める）し、選手間で納得して勝敗を決めることも素晴らしいルールだ

と思います。藤澤五月さん達の技術は素晴らしいものですが、それ以上にカーリング精神に培われている

ということに納得しました。セルフジャッジは他にもテニス、ゴルフでも用いられています。ゴルフでスコアの

自己申告、OB 杭付近にあるボールの判定、テニスで相手の打ったボールがエンドライン付近の判定はセ

ルフジャッジで自分が行います。「不当に勝つのであればむしろ負けを選びます。」の精神を常に持ってプ

レーし、更に日常生活にも生かしたいものです。 

 

投稿原稿（２）       『防災レポート ６』        ３７期 琵琶湖環境  防災士  川尻耕生 

 

防災士はその前提条件として、消防署や日赤で講習を受けて「普通救命講習」を修了しなければなりませ

ん。 

普通救命講習は目の前で突然けがや病気による事故に遭遇した場合、できる範囲での応急手当の実施

要領の講習です、この様な場合の応急手当を実施することを一時救命処置と言います、命を守るためには

早期かつ至急に大声で応援を呼び「119 番通報」と「AED（自動体外式除細動器）の手配」を依頼し心肺蘇

生と AED の使用により一時救命処置を実施します。脳は心臓が止まると 15 秒以内に意識がなくなり、3～

4 分以上そのままの状態が続くと回復することが困難になると言われます。心肺蘇生とは、胸を強く圧迫す

る「胸骨圧迫」と口から肺に息を吹き込む「人工呼吸」によって止まってしまった心臓と呼吸の動きを助ける

方法です。心肺蘇生のやり方が解らなかったり、忘れてしまった場合は 119 番通報の電話を通じて指導を

受けることも可能です。AED は被害者の心臓に電気ショックを行うための機器です、音声メッセージで電気

ショックが必要かについて指示し、操作要領を指示してくれますので誰でも簡単かつ確実に操作することが

可能です。AEDは駅や公共施設等の色々な場所に備えられています。皆さんも初めて訪れる場所ではもち

ろん身近な場所でも、自らと周囲の人の命を守るために「非常口」や「トイレ」は勿論 AED の設置場所も確

認しましょう。 


